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方向性１ 幼児教育施設等における組織としての取組の充実  

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の展開 

【道・道教委の取組】 

・ 特別な教育的支援を必要とする幼児の多様な教育的ニーズに対応できるよう、保育者

を対象とした特別支援教育に関する研修を実施します。 

・ 幼児期等に市町村で作成される「支援ファイル」等と「個別の教育支援計画」との連

携促進など、医療や保健福祉分野との連携を図ります。 

また、合理的配慮の内容を記した「個別の教育支援計画」の作成・活用を一層進め、

本人・保護者と合意形成を図りながら、切れ目のない一貫した指導や支援を実現するた

めの教育相談や支援体制の充実を図ります。 

・ 幼児の障がいの状態や本人・保護者の教育的ニーズを踏まえた就学の実現に向け、早

期からの十分な教育相談や支援が行われるよう、道立特別支援教育センターの教育相談

や研修支援はもとより、特別支援学校のセンター的機能や教育局の専門家チームの相談

機能を強化しながら、市町村教育委員会と児童相談所などの医療や保健福祉等、関係機

関との連携による地域の体制づくりを促進します。 

【市町村・市町村教委に求められること】 

 ・ 早期からきめ細かな就学相談や支援を行うため、乳幼児健診や就学時健診に加えて、

５歳児健診等の機会を活用した幼児教育施設との連携による子どもの状況の把握。 

・ 保護者が子どもの障がいの状態に応じた「多様な学びの場」についての情報を得ら 

れるよう、市町村教育委員会や学校からの適切な情報発信や理解・啓発。 

・ 幼児期等に市町村で作成される「支援ファイル」等と「個別の教育支援計画」との 

連携促進など、医療や保健福祉等の分野と連携した保護者への理解・啓発。 

・ 「個別の教育支援計画」等の作成・活用の促進や、幼児教育施設と小学校等との引 

継ぎの体制づくり。 

・ 市町村教育委員会が設置する教育支援委員会において、障がいのある幼児やその保 

護者の教育的ニーズの把握や、教育相談による支援。 

【幼児教育施設に求められること】 

・ 特別な教育的支援を必要とする幼児に対する指導の充実と保育者の指導力向上を図る

園内研修の実施。 

・ 関係機関と連携した「個別の教育支援計画」の作成や、個別の指導計画を含めた小学

校等への引継ぎや情報交換の実施。 

・ 特別な教育的支援を必要とする幼児の教育的ニーズを的確に把握するとともに、指導

や支援の充実に生かすことができるよう、園内体制の充実はもとより、保護者、医療や

保健福祉等の関係機関との情報共有や連携強化。 
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現 

 

 

 

●  幼 児 教 育 は 義 務 教 育 及 び そ の 後 の 教 育 の 基 礎 を 培 う も の で あ る こ と か ら 、

幼 児 教 育 の 改 善・充 実 だ け で は な く 、小 学 校 教 育 と の 接 続 を 一 層 強 化 す る こ

と が 重 要 で あ る 。し か し 、子 ど も や 教 員 の 交 流 機 会 は 必 ず し も 拡 充 し て お ら

ず 、 教 育 課 程 の 接 続 も 十 分 で あ る と は 言 え な い 状 況 に あ る 。  

 

●  要 領 ・ 指 針 等 に 位 置 付 け ら れ た 「 幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い 姿 」

を 手 掛 か り に 、幼 児 教 育 施 設 の 保 育 者 と 小 学 校 教 員 等 が 子 ど も の 成 長 を 共 有

す る な ど の 連 携 を 図 り 、幼 児 教 育 と 小 学 校 教 育 の 円 滑 な 接 続 を 図 る こ と が 求

め ら れ て い る 。  

 

●  幼 児 教 育 施 設 は も と よ り 、小 学 校 等 関 係 者 や 市 町 村 職 員 の 研 修 機 会 の 充 実

を 図 り 、幼 児 教 育 施 設 に お け る 教 育 活 動 を 理 解 し 、幼 児 教 育 施 設 と 小 学 校 等

と の 連 携・接 続 を 推 進 す る こ と が で き る 人 材 の 育 成 を 含 め た 組 織 的 な 体 制 づ

く り が 求 め ら れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

◆  幼 児 教 育 施 設 と 小 学 校 等 と の 合 同 研 修 等 の 継 続 的 な 実 施 や 、人 事 交 流 、相

互 派 遣 研 修 等 の 推 進 に よ り 、 双 方 の 教 育 活 動 を 理 解 す る と と も に 、「 幼 児 期

の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い 姿 」な ど 相 互 の 要 領・指 針 等 の 趣 旨 に つ い て 理

解 を 深 め 、 両 者 が 抱 え る 教 育 ・ 保 育 上 の 課 題 を 共 有 し 連 携 し て 対 応 。  

 

◆  幼 児 教 育 と 小 学 校 教 育 と の 円 滑 な 接 続 を 図 る た め 、要 録 等 を 用 い た 引 継 ぎ

の 徹 底 は も と よ り 、 日 常 的 か つ 持 続 的 な 連 携 体 制 の 構 築 。  

  

現状と課題 

目指す姿 

施策項目３ 幼児教育施設と小学校等との連携・接続の推進 
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方向性１ 幼児教育施設等における組織としての取組の充実  

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の展開 

【道・道教委の取組】 

・ 幼児教育施設への助言や保育者への研修の実施などにより、幼児教育施設と小学校

等の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の共有を促進します。 

また、市町村への助言や研修の実施、諸課題の解決に資する優れた実践事例の紹介、

指導主事の指導訪問等により、幼児期において遊びを通して育まれてきたことが、小

学校等以降の学びに円滑に接続するよう、幼児教育施設の意見を取り入れたスタート

カリキュラムの作成及び実施についての普及に努めます。 

・ 小学校教員等の幼児教育理解促進のための施策を進めます。 

【市町村・市町村教委に求められること】 

・ 研修等を通じて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた学びの連続性

について、域内の幼児教育施設と小学校等との共有を図るための取組。 

・ 小学校区内全ての幼児教育施設と当該小学校等との引継ぎの場の設定等を通じて、ど

の子どもも安心して小学校等生活を送ることができるよう、各市町村にある幼児教育施

設及び小学校等の連携体制の整備。 

【幼児教育施設に求められること】 

・ 小学校等との日常的な交流や合同研修の実施等を年間指導計画等に明確に位置付ける

など、連携に係る業務が一部の職員に偏らない組織としての体制整備。 

・ 小学校等との引継ぎの際に要録等を活用するなど小学校教育との接続の一層の強化。 

【小学校等に求められること】 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ、幼児教育施設からの意見を取り

入れたスタートカリキュラムの作成。 

・ 小学校区内の全ての幼児教育施設との引継ぎの実施などに組織的に取り組む体制の整

備。 
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現 

 

 

●  保育者が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」等を念頭に置き、指導

の過程を振り返りながら幼児の理解を進め、幼児一人一人のよさや可能性な

どを把握し、指導の改善に生かすようにすることが求められている。  

その際、他の幼児との比較や一定の基準に対する達成度についての評定に

よって捉えるものでないことに留意するなど、幼児理解に基づいた適切な評

価の在り方について保育者が正しく理解することが求められている。  

 

●  保育者は、自らの教育実践を指導計画や記録から振り返り、改善を図ると

ともに、日々の実践から幼児の評価の参考となる情報を蓄積するなど、評価

の妥当性や信頼性が高められるよう創意工夫を行い、組織的かつ計画的な取

組を推進するとともに、次年度又は小学校等にその内容が適切に引き継がれ

るようにすることが求められている。  

 

 

 

 

 

 

 

◆  保育者が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえて指導の過程

を振り返りながら幼児の理解を進め、幼児一人一人のよさや可能性などを把

握し、指導を改善。  

 

◆  幼児教育施設が評価の妥当性や信頼性が高められるよう創意工夫を行う

とともに、幼児一人一人の多様性に配慮しつつ、評価の内容を、組織的かつ

計画的に、次年度又は小学校等へ適切に引き継ぐ取組。  

 

 

  

現状と課題 

目指す姿 

施策項目４ 幼児理解に基づいた評価の実施 
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方向性１ 幼児教育施設等における組織としての取組の充実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の展開 

【道・道教委の取組】 

・ 市町村や幼児教育施設等への優れた実践事例を含めた情報提供、保育者への研修の実

施により、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた幼児理解と評価の在り

方等について保育者の理解の促進に努めます。 

・ 幼児教育施設における「指導過程の振り返りと指導の改善に関わる取組」、「要録等を

活用した引継ぎ」、「要録等の記入の仕方」など、幼児教育の質の向上のための評価を推

進する優れた取組の普及に努めます。 

【市町村・市町村教委に求められること】 

・ 市町村主催の研修や管内の幼児教育施設の園内研修の促進による域内の幼児教育施

設における評価状況の把握。 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた幼児理解と評価の在り方につい

て幼児教育施設等の理解の促進。 

・ 域内の幼児教育施設と当該小学校等との円滑な引継ぎの促進。 

【幼児教育施設に求められること】 

・ 保育者が、幼児の発達や教育を長期的な視点で捉え、要領・指針等に基づき幼児期か

ら児童期への教育を理解した上での適切な評価の実施。 

・ 評価記録の蓄積、要録等に評価結果を適切に記録し、小学校等との引継ぎに活用する

取組。 
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現 

 

 

 ●  各幼児教育施設において、自己評価、学校関係者評価、第三者評価を実施

し、教育活動その他の園運営の状況について評価し、その結果を施設の運営

や環境づくり、教育課程等や指導などに生かすことにより、持続的に改善を

促すＰＤＣＡサイクルを構築することが求められている。  

 

●  学校評価等は、全ての保育者が組織的に取り組み、幼児教育施設の方針等

を踏まえ、カリキュラム・マネジメントと関連付けながら実施することで、

教育の質の向上を図ることが求められている。  

 

 

 

 

 

 

 

◆  幼児教育施設においては、日々の教育活動、その他の幼児教育施設の運営

について評価を行い、その結果に基づき、幼児教育施設の運営の改善を図る

ために必要な措置を講ずるなどによる教育の質の向上。  

 

◆  自己評価、学校関係者評価及び第三者評価の実施、評価結果及び幼児教育

施設の経営方針などについての公表並びに評価結果を踏まえた教育活動の改

善。  

 

 

  

現状と課題 

目指す姿 

施策項目５ 学校評価等とＰＤＣＡサイクル 
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方向性１ 幼児教育施設等における組織としての取組の充実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

施策の展開 

【道・道教委の取組】 

・ 市町村や幼児教育施設等への優れた実践事例を含めた情報提供、保育者への研修の

実施により、幼児教育施設における自己評価の充実はもとより、幼稚園、幼稚園型認

定こども園、幼保連携型認定こども園及び特別支援学校幼稚部における学校関係者評

価及び第三者評価並びに保育所及び保育所型認定こども園における第三者評価の実施

を促進するとともに、評価結果の保護者及び地域住民その他関係者への公表を促進し

ます。 

・ 研修等を通じて幼児教育施設の全保育者によるカリキュラム・マネジメントや管理

職の組織マネジメントの理解を図るとともに、施設における改善サイクルの構築を促

進します。 

【市町村・市町村教委に求められること】 

・ 幼児教育施設における自己評価の充実はもとより、幼稚園、幼稚園型認定こども園、

幼保連携型認定こども園及び特別支援学校幼稚部における学校関係者評価及び第三者

評価並びに保育所及び保育所型認定こども園における第三者評価の実施促進。 

・ 評価結果の公表及び評価結果を踏まえた教育活動等の改善に向けた指導助言の充実。 

【幼児教育施設に求められること】 

・ 幼児教育施設の教育目標を踏まえた教育課程の実施状況や教育活動の成果を保護者

や地域住民等への説明。 

・ 教育に係る幼児教育施設内外の多様な意見を取り入れ、幼児教育施設の経営及び教育

の内容や方法を改善。 

・ 全保育者によるカリキュラム・マネジメントや管理職による組織マネジメントに努め

ることによる幼児教育施設及び保育者自身の保育の質の向上。 
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現 

 

 

●  保 育 者 の 養 成 課 程 を 有 す る 道 内 の 大 学 ・ 学 部 、 高 等 教 育 機 関 に お い て は 、

最 新 の 知 見 に 基 づ い た 教 育・研 究 が 期 待 さ れ る こ と か ら 、常 に 最 新 の 情 報 の

収 集 に 努 め る こ と が 求 め ら れ て い る 。  

 

●  採 用 後 の 保 育 者 が 自 身 の キ ャ リ ア プ ラ ン を イ メ ー ジ し て 安 心 し て 前 向 き

に 働 く こ と の で き る よ う な 研 修 等 の 体 制 づ く り が 求 め ら れ て い る 。  

 

●  本 道 の 保 育 士 の 有 効 求 人 倍 率 は 、令 和 ４ 年（ 2022 年 ）４ 月 現 在 に お い て 、

1.70 倍 と 、 全 職 種 の 1.16 倍 を 大 き く 上 回 っ て お り 、 担 い 手 不 足 の 現 状 が あ

る こ と か ら 、 保 育 者 の 処 遇 改 善 や 労 働 環 境 の 改 善 な ど が 求 め ら れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

◆  子 ど も の 育 ち を 巡 る 環 境 の 変 化 に 対 応 し な が ら 質 の 高 い 幼 児 教 育 を 推 進 す

る た め 、 養 成 機 関 等 と 連 携 し た 保 育 者 の 資 質 向 上 と 優 れ た 人 材 の 計 画 的 な 確

保 。  

 

◆  人 材 を 確 保 す る た め 、 保 育 者 の 処 遇 改 善 、 働 き 方 改 革 等 を 通 じ た 労 働 負 担

の 軽 減 の ほ か 、 保 育 者 が キ ャ リ ア プ ラ ン を イ メ ー ジ し 、 安 心 ・ 快 適 に 働 く こ

と が で き る 体 制 づ く り 。  

 

◆   多 忙 や 早 期 離 職 傾 向 に あ る 保 育 者 等 現 場 ニ ー ズ に 対 応 し た 助 言 ・ 相 談 機 会

の 確 保 。  

 

 

現状と課題 

目指す姿 

施策項目６ 人材の養成・確保 


